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第11回ひだか茂平マラソン

　

各
期
成
同
盟
会
に
よ
る
道
路

事
業
関
係
及
び
治
水
事
業
関
係

予
算
の
必
要
額
確
保
の
充
実
に

向
け
、
国
土
交
通
省
・
財
務
省
・

県
選
出
国
会
議
員
・
四
国
地
方

整
備
局
等
に
対
す
る
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

　

国
道
33
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
高
知
県
協
議
会
で
は
、
い

の
町
波
川
か
ら
越
知
町
横
倉
間

の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
日

高
村
に
お
け
る
朝
夕
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
発
生
や
企
業
進

出
、
村
の
駅
・
オ
ム
ラ
イ
ス
街

道
の
取
り
組
み
等
に
見
ら
れ
る

道
路
整
備
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク

効
果
を
基
に
、
事
業
の
必
要
性

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
日
下
川
改
修
期
成
同

盟
会
で
は
、
村
民
の
安
全
・
安

心
そ
し
て
、
村
の
振
興
・
発
展

の
た
め
に
「
床
上
浸
水
対
策
特

別
緊
急
事
業
」
で
採
択
さ
れ
た
、

国
に
よ
る
日
下
川
新
規
放
水
路

及
び
県
に
よ
る
日
下
川
・
戸
梶

川
の
河
川
改
修
が
、
期
限
内
の

平
成
32
年
度
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
完
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
事
業
推
進
の
た
め
必

要
な
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
要

望
を
行
っ
た
。

　

災
害
復
旧
で
は
、
台
風
21
号

で
の
倒
木
や
土
砂
く
ず
れ
に
よ

り
村
道
・
農
道
・
林
道
が
通
行

困
難
と
な
っ
た
た
め
緊
急
の
道

路
啓
開
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

台
風
5
号
及
び
台
風
18
号
に
よ

り
農
地
災
害
1
件
と
村
道
災
害

1
件
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
て
お

り
、
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算

を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　

10
月
26
日
、
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
基
本
設
計
事
業
者
を
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選

定
す
る
に
あ
た
り
、
参
加
申
し

込
み
の
あ
っ
た
5
社
か
ら
提
案

に
対
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
審
査
委
員
の
質
疑
が
公
開

に
て
行
わ
れ
た
。同
日
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
開
催
さ
れ

た
審
査
会
に
お
い
て
総
合
的
な

評
価
を
行
い
、
大
建
設
計
・
艸

建
設
工
房
の
共
同
企
業
体
が
受

託
業
者
に
決
定
し
た
。今
後
、
受

託
業
者
と
の
共
同
作
業
に
て
、

具
体
的
な
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
を

煮
詰
め
、検
討
委
員
会
で
検
討
・

決
定
さ
れ
、
設
計
図
書
が
作
成

さ
れ
る
。

　

11
月
26
日
に
は
、
ひ
だ
か
茂

平
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
第

11
回
大
会
と
な
る
本
年
は
、
全

国
よ
り
1
千
375
人
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
350
人
余
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、
1
千
222
人
の
方
が

完
走
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
沿

道
か
ら
の
多
く
の
声
援
を
い
た

だ
き
頑
張
れ
た
」「
環
頭
太
鼓
の

応
援
演
奏
も
嬉
し
か
っ
た
」
な

ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
Ｒ
Ｋ
Ｃ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
も
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

参
加
さ
れ
、
そ
の
様
子
が
後
日

放
送
と
な
り
、
大
会
と
日
高
村

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
と
も
魅
力
あ
る
大
会

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

　

ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
準
要
保
護
児
童
生
徒
の

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
実

施
す
る
た
め
、
今
議
会
に
補
正

予
算
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。

役
場
新
庁
舎
建
設

入
学
準
備
金

要
望
活
動 行

政
報

行
政
報
告
（
要
旨
）

（
要
旨
）

行
政
報
告
（
要
旨
）

第
11
回

ひ
だ
か
茂
平
マ
ラ
ソ
ン

戸梶眞幸村長

そ
う
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日
高
村
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
10
月
24

日
に
開
催
さ
れ
た
農
林
水
産
省

の
有
識
者
懇
談
会
に
よ
り

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の

宝
」
に
選
定
さ
れ
た
。
4
回
目

と
な
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山

漁
村
の
宝
」
は
、
地
域
活
性
化

等
に
取
り
組
む
団
体
や
地
域
の

優
良
事
例
を
選
定
す
る
も
の

で
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
844

件
の
中
か
ら
31
団
体
が
選
定
さ

れ
て
い
る
。
全
国
9
ブ
ロ
ッ
ク

の
中
で
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

3
件
選
定
さ
れ
日
高
村
は
最
も

評
価
が
高
く
、
全
国
ベ
ス
ト
9

に
選
定
さ
れ
た
。

　

11
月
22
日
に
総
理
官
邸
に
お

い
て
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
グ

ラ
ン
プ
リ
と
特
別
賞
が
発
表
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
日
高
村

の
受
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、「
み
ん
な
が
主
役
！

ひ
ろ
げ
よ
う
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道

の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
し
て
、
オ
ム
ラ
イ
ス
と
ト
マ

ト
を
軸
に
、
農
業
・
商
業
さ
ら

に
は
行
政
、
地
域
、
学
校
な
ど

の
各
機
関
の
連
携
を
「
食
」

「
ア
ー
ト
」「
音
楽
」
の
3
つ
の

柱
で
構
築
・
展
開
し
、
村
全
体

を
活
性
化
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、

村
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
一
層
、
村
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と

期
待
す
る
。

　

翌
23
日
に
は
東
京
日
本
橋
タ

ワ
ー
を
会
場
に
、
村
の
宝
選
定

団
体
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
が
開
催

さ
れ
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
ピ
ザ

ソ
ー
ス
や
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、
野

菜
ス
ー
プ
な
ど
の
販
売
を
行
っ

た
。

　

8
月
か
ら
10
月
ま
で
の
村
の

駅
ひ
だ
か
の
直
販
所
の
売
り
上

げ
状
況
に
つ
い
て
は
、
9
月
ま

で
は
前
年
同
月
よ
り
増
加
し
て

い
た
が
、
10
月
は
2
週
続
け
て

の
週
末
の
台
風
の
影
響
や
、
店

舗
増
床
工
事
の
た
め
2
日
間
休

業
し
た
こ
と
な
ど
の
影
響
の
た

め
か
、
オ
ー
プ
ン
以
後
初
め
て

前
年
同
月
を
下
回
る
86
・
3
％

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
3
年
目

の
年
間
売
り
上
げ
（
11
月
〜
10

月
）
は
、
約
2
億
3
千
万
で
前

年
比
111
％
と
増
加
し
て
お
り
、

客
数
も
約
20
万
9
千
人
で
前
年

比
105
％
と
増
え
、
10
月
31
日
に

は
レ
ジ
通
過
人
数
が
60
万
人
を

達
成
し
た
。

　

増
床
工
事
は
、
10
月
31
日
に

完
成
し
、
11
月
8
日
に
完
成
検

査
を
受
け
、
11
月
9
日
か
ら

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
と
エ
キ

ナ
カ
商
工
会
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ま
た
、「
村
の
駅
」
南
の
畑

を
借
地
し
新
た
に
駐
車
場
を
整

備
す
る
予
定
で
準
備
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

11
月
12
日
第
4
回
日
高
メ
シ

ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
が
開
催
さ
れ

た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
高
わ
の
わ

会
と
高
知
大
学
生
グ
ル
ー
プ

「
あ
だ
た
ん
」
の
主
催
に
よ
る

取
り
組
み
で
、
当
日
は
多
く
の

来
場
者
で
小
村
神
社
の
参
道
が

賑
わ
っ
た
。
自
ら
の
企
画
立
案
、

運
営
、
実
行
を
行
い
素
晴
ら
し

い
村
お
こ
し
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝
し

敬
意
を
申
し
上
げ
る
。

　

10
月
に
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
に
か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
県
内
全
市
町
村
で

実
施
さ
れ
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
で
も
検

討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
圏
域
の
名
称
を
、「
れ

ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
」

と
改
め
、「
れ
ん
け
い
こ
う
ち
」

を
ひ
ら
が
な
表
示
と
し
、
県
民

に
広
く
認
知
さ
れ
や
す
い
取
り

組
み
に
し
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
本
会
議
に
お
い
て
、
高

知
市
と
日
高
村
に
お
け
る
れ
ん

け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
関

す
る
議
案
を
今
議
会
に
提
案
し

て
い
る
。

「
村
の
駅
ひ
だ
か
」

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想

行
政
報
告
（
要
旨
）

日
高
メ
シ
ふ
ぇ
す
て
ぃ

ば
る
開
催
さ
れ
る

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山

漁
村
の
宝
」に
選
定

む
ら
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全国土の会四国大会

日高チャレンジ号

　

11
月
1
日
か
ら
1
年
間
、
と

さ
で
ん
交
通
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、と
さ
電
カ
ラ
ー
電
車
「
日

高
チ
ャ
レ
ン
ジ
号
」
を
運
行
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

龍
馬
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
用
事
業
の

ひ
と
つ
で
、
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道

と
新
た
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
リ
ア
ル
茂
平
」
を
模
し

た
電
車
を
走
ら
せ
、
日
高
村
の

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

　

10
月
9
日「
見
た
か
来
た
か

日
高
家
祭
り
2
0
1
7
」が
賑

や
か
に
開
催
さ
れ
た
。踊
り
や

出
店
に
地
域
の
元
気
な
声
が
聞

こ
え
、昔
の
お
祭
り
を
思
い
出

さ
せ
る
風
景
が
あ
っ
た
。主
催

の
日
高
村
成
年
団「
日
高
家
」は
、

祭
り
等
を
通
じ
て
地
域
で
の
絆

づ
く
り
を
し
た
い
と
集
ま
っ
た

青
年
で
構
成
さ
れ
、今
後
と
も

「
日
高
家
」の
地
域
を
活
性
化
す

る
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

　

10
月
24
日
、
集
え
！
担
い
手

動
き
出
せ
未
来
へ
〜
南
国
高
知

か
ら
発
信
！
元
気
な
農
業
を
大

会
テ
ー
マ
に
、
第
20
回
全
国
農

業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
こ
う

ち
が
、
春
野
総
合
運
動
場
で
開

催
さ
れ
、
翌
25
日
に
は
「
ト
マ

ト
生
産
団
地
拡
大
か
ら
農
業
ク

ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
コ
ー

ス
」
の
視
察
で
、
35
人
の
方
が

日
高
村
を
訪
れ
た
。
ト
マ
ト
選

果
場
や
（
株
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

霧
山
茶
園
、
日
下
川
調
整
池
、

小
村
神
社
等
の
視
察
を
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

11
月
1
日
に
、
土
壌
診
断
等

で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
元
東

京
農
業
大
学
の
後
藤
教
授
が
主

催
す
る
、
全
国
土
の
会
四
国
大

会
が
高
知
市
の
新
阪
急
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
高
知
県
内
で
唯

一
全
国
土
の
会
に
所
属
す
る
日

高
村
土
壌
を
守
る
会
の
藤
岡
会

長
が
開
式
及
び
閉
式
の
辞
を
述

べ
、
日
高
村
の
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ

ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
翌
2
日
に

は
村
内
で
現
地
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
120
人
以
上
の
視
察
参
加

者
が
あ
り
、
ト
マ
ト
選
果
場
や

シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
視

察
や
水
田
で
の
土
壌
診
断
調
査

デ
モ
が
行
わ
れ
、
ト
マ
ト
産
地

で
あ
る
日
高
村
を
お
お
い
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
成
28
年
3
月
か
ら
２９
年
9

月
ま
で
の
1
年
半
に
わ
た
り
、

20
回
を
数
え
る
委
員
会
を
開
催

さ
れ
、
現
地
調
査
や
関
係
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
に
取
り
組
ま

れ
、
去
る
9
月
議
会
に
お
い
て

調
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

日
高
村
成
年
団

「
日
高
家
」

全
国
土
の
会

四
国
大
会
開
催

「
日
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
号
」

発
信

第
20
回

全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
こ
う
ち

日
高
村
議
会
緊
急
雇
用

創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
調
査
特
別
委
員
会
報

告
書
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功労者表彰を受賞された　矢野貞雄監査員

そ
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
指
摘
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

数
多
く
の
ご
指
摘
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
村
は
事
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
ゆ
く
た
め

の
指
導
及
び
監
督
の
措
置
を
講

じ
る
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
村

の
対
応
に
も
責
任
が
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
委
託
契
約
書
第

3
条
第
1
項
に
は
、「
受
託
者

は
仕
様
書
等
に
よ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
、
又
は
仕
様
書
等

に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
事
項
が

あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
委
託
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
第
2
項
に
は
、「
委
託
者

は
前
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合

は
、
直
ち
に
調
査
し
、
乙
に
対

し
て
必
要
な
指
示
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
ま

す
。
受
託
者
か
ら
は
特
段
の
連

絡
も
な
か
っ
た
た
め
、
村
と
し

て
は
調
査
ま
で
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
給
食

業
務
に
つ
い
て
は
、
変
更
申
請

を
行
っ
た
そ
の
時
点
で
事
業
状

況
の
調
査
は
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
変
更
決
定
以
前
の
人

件
費
等
も
実
績
報
告
で
は
計
上

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
補
助
金
を
支
出
し
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
甘

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　

委
託
事
業
が
失
業
対
策
を
目

的
と
し
た
事
業
で
も
あ
り
、
失

業
者
が
雇
用
さ
れ
給
与
等
も
支

払
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
以
上
の
深
い
調
査
ま
で
し
て

い
な
か
っ
た
点
や
、
元
従
業
員

か
ら
指
摘
さ
れ
る
ま
で
、
問
題

意
識
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
深
く
反
省
し
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
委

託
事
業
の
業
務
内
容
等
に
つ
い

て
は
十
分
把
握
に
努
め
、
適
正

な
事
業
実
施
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

日
高
中
学
校
の
中
井
有
里
教

諭
が
、「
土
佐
の
教
育
奨
励
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
た
。こ
の
賞
は
、「
土

佐
の
教
育
実
践
表
彰
」の
受
賞

経
歴
の
あ
る
方
の
中
で
、長
年

に
わ
た
り
常
に
職
務
に
精
励

し
、成
績
及
び
技
能
が
優
れ
他

の
模
範
と
な
る
職
員
に
贈
ら
れ

る
賞
で
あ
る
。中
井
先
生
は
、日

高
の
教
育
の
振
興
の
た
め
に
多

大
な
る
尽
力
を
さ
れ
て
お
り
、

日
々
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、受
賞
の
お
喜

び
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
。

　

高
知
県
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
で
、日
高
中
学
校
3
年
生
の

森
下
彩
音（
あ
や
ね
）さ
ん
が
、優

秀
賞
で
あ
る
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ

高
知
社
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

ま
た
、高
知
県
算
数・数
学
思

考
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、3
年

生
の
森
下
彩
音
さ
ん
、森
下
珠

結（
み
う
）さ
ん
が
、最
高
位
で
あ

る
教
育
長
賞
に
輝
か
れ
た
。そ

し
て
、4
人
の
生
徒
が
入
選
も

果
た
し
て
お
ら
れ
る
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、今
年
1

年
、ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
。今
後
と
も
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

将
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

西
川
副
議
長
が
、
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
の
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
、
ま
た
、
村
監

査
委
員
の
矢
野
貞
雄
さ
ん
が
、

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
で
の
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
西
川
副
議
長
の
写
真
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
人
希
望
に
よ

り
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

「
土
佐
の
教
育
奨
励

表
彰
」受
賞

高
知
県
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
・
高
知
県
算
数

思
考
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

功
労
表
彰
を
受
賞
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◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
国
準
拠
に
基
づ
き
、
初
任

給
1
千
円
引
き
上
げ
、
若
年
層

に
つ
い
て
も
同
程
度
の
改
定
。

給
料
表
を
平
均
改
正
率
0．2
％
の

引
き
上
げ
・
勤
勉
手
当
0．1
引
き

上
げ
等
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
日
高
村
分
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

農
林
水
産
事
業
の
う
ち
、
国

費
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る

際
に
必
要
な
地
元
の
負
担
割
合

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

◎
日
高
村
農
業
委
員
会
の
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
規
定
に
基
づ
き
、日
高
村
農

業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
9

人（
現
行
14
人
）、農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
5
人

（
新
規
）と
定
め
る
も
の
。ま
た
、

日
高
村
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
。現
在
の
日
高
村
農

業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満
了

の
日（
平
成
30
年
7
月
29
日
）の

翌
日
か
ら
施
行
す
る
。た
だ
し
、

条
例
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要

な
準
備
行
為
は
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
も
の
。

　
　
（
△
は
マ
イ
ナ
ス
）

◎
平
成
29
年
度
日
高
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
1
億
7
千
904
万
1
千
円

を
追
加
す
る
も
の
。

質
疑

問　

非
木
造
の
住
宅
耐
震
補
助

金
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

申
請
が
な
か
っ
た
た
め
か
。

答　

国
道
33
号
沿
道
の
建
築
物

を
対
象
と
い
う
こ
と
で
予
算

化
し
て
い
た
が
、
本
年
度
実

施
は
無
理
と
な
り
、
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　

ソ
ー
ラ
ー
配
当
金
を
積
み

立
て
る
と
あ
る
が
、計
画
積
立

額
と
積
立
金
の
目
的
を
聞
く
。

答　

今
回
、
こ
う
ち
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
配
当
金
を
75
万
7
千

円
補
正
計
上
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
は
、
１１
月
7
日
に
株

主
総
会
が
あ
り
、
昨
年
9
月

か
ら
今
年
8
月
ま
で
の
期
間

の
収
支
に
よ
る
利
益
か
ら
配

当
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

将
来
、
日
高
村
環
境
行
政

に
活
用
す
る
見
込
み
で
、
環

境
基
金
へ
の
計
上
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
決

定
し
て
い
な
い
。

問　

交
流
拠
点
整
備
事
業
の
規

模
を
聞
く
。

答　

100
㎡
程
度
の
建
物
を
計
画

し
て
い
る
。

問　

自
動
火
災
報
知
機
設
備
設

置
委
託
料
だ
が
、
設
置
場
所

は
ど
こ
か
。

答　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
新
た
に
建
築
す
る
1
棟

を
含
む
お
試
し
住
宅
等
の
簡

易
宿
舎
3
戸
分
に
設
置
を
す

る
も
の
。

問　

相
続
財
産
管
理
人
選
任
予

納
金
の
内
容
の
説
明
を
求
め

る
。

答　

相
続
財
産
、
被
相
続
人
、

相
続
人
が
代
償
相
続
ま
で
全

て
の
方
が
、
財
産
放
棄
を
し

た
土
地
20
筆
の
案
件
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
抵
当
権
を
含

め
差
し
押
さ
え
実
施
の
た
め

の
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任

を
行
う
た
め
の
事
務
費
等
や

裁
判
所
へ
の
納
付
金
と
行
政

書
士
へ
の
委
託
費
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

◎
平
成
29
年
度
日
高
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
318
万
7
千
円
を
追
加
す

る
も
の
。

◎
平
成
29
年
度
日
高
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
228
万
8
千
円
を
追
加
す

る
も
の
。

◎
平
成
29
年
度
日
高
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
99
万
1
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

◎
平
成
29
年
度
日
高
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
414
万
2
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

◎
高
知
市
及
び
日
高
村
に
お
け

る
れ
ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都

市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

の
締
結
に
つ
い
て

審議したこと審議したこと
　　　  決まったこと　　　  決まったこと

12月議会では、予算関係5件、条例関係3件、その他1件、議員提出議案1件、計10議案と陳
情1件の合計11件が決まった。

審議したこと
　　　  決まったこと

平成29年第4回定例会

Ｈ２９.１２.６～１２.１３

条　
　

例

予　
　

算

そ
の
他
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私　の　意　思　表　明
12月第3回臨時会
○賛否の分かれた議案等 ○：賛成　　　●：反対

尾
﨑
政
廣

西
川
龍
子

岡
本
光
男

森
下
雅
文

野
村
重
夫

壬
生
豊
秀

横
山
泰
昌

森
下
芳
文

矢
野
孝
明

戸
梶　

章

氏　名
結　果議　案

（12月第4回定例会　全会一致　11件）

（12月第3回臨時会　全会一致　2件）

※賛否の分かれた議案は全て掲載していますが、全会一致の議案につきましては紙面容量によりまして省略しています。
※議長は、議決に加わらないが、賛成、反対が同数となったときは、採決権の行使をします。

12月第4回定例会
○賛否の分かれた議案等 ○：賛成　　　●：反対

なし 議長

議長 同意○○○○○○●○○日高村教育委員会教育長の任命につき同意を
求めることについて

質
疑

問　

広
範
な
内
容
で
大
変
と
思

わ
れ
る
が
、総
務
課
が
担
当
す

る
の
か
。

答　

広
域
都
市
圏
形
成
か
ら
連

携
協
約
締
結
ま
で
は
、
総
務

課
が
担
当
し
、
各
種
事
業
は
、

所
管
課
と
な
る
。

◎
子
ど
も
の
た
め
の
予
算
を
大

幅
に
増
や
し
、
国
の
責
任
で

安
心
で
き
る
保
育
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

提
出
者

　

保
育
の
公
的
保
障
の
拡
充
を

求
め
る
大
運
動
高
知
県
実
行

委
員
会

　
　
　

会
長　

田
中　

き
よ
む

採
決　
　
　

全
員
賛
成　

採
択

◎
子
ど
も
の
た
め
の
予
算
を
大

幅
に
増
や
し
、
国
の
責
任
で

安
心
で
き
る
保
育
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
案

提
出
議
員　
　
　

森
下
雅
文

賛
成
署
名
議
員　

森
下
芳
文

　
　
　
　
　
　
　

横
山
泰
昌

　
　
　
　
　
　
　

野
村
重
夫

　

12
月
4
日
第
3
回
日
高
村
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、承
認
1

件
、同
意
2
件
が
可
決
さ
れ
た
。

　

 　◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
日
高
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
を
専

決
処
分
し
た
の
で
、
こ
れ
を
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

 　◎
副
村
長
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

住
所　

日
高
村
岩
目
地
1
0
2

　
　
　

8
番
地
1

氏
名　

藤
田　

浩

生
年
月
日

　
　
　

昭
和
35
年
2
月
28
日

任
期

　
　
　

平
成
29
年
12
月
16
日
か

　
　
　

ら
平
成
33
年
12
月
15
日

◎
日
高
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

住
所　

日
高
村
本
郷
3
5
4
8

　
　
　

番
地
5

氏
名　

吉
岡　

優
誠

生
年
月
日

　
　
　

昭
和
31
年
11
月
19
日

任
期

　
　
　

平
成
30
年
1
月
1
日
か

　
　
　

ら
平
成
32
年
12
月
31
日

審議したこと
　　　  決まったこと

承　
　

認

人　
　

事

第3回
臨時会

藤田浩副村長吉岡優誠教育長

陳　
　

情

平
成
29
年
度
12
月
議
会

議
員
提
出
議
案
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委員長　壬生豊秀

委員長　岡本光男

日
高
村
振
興
対
策

特
別
委
員
会

　

11
月
27
日
（
月
）
午
後
1
時

30
分
よ
り

谷
本
副
村
長
よ
り

　
　

新
放
水
路
関
係
地
域
の
、

い
の
町
大
内
南
ノ
谷
地
区
対

策
協
議
会
と
の
話
が
ま
と
ま

り
、
調
印
を
残
す
の
み
と
の

報
告
を
受
け
た
。

片
岡
教
育
長
よ
り

　
　

茂
平
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
た
。

井
上
教
育
次
長
よ
り

1
．
2
学
期
の
行
事
や
学
校
関

係
の
各
種
受
賞
の
報
告
を

受
け
た
。

2
．
今
議
会
で
提
案
さ
れ
る
新

規
事
業
の
報
告
を
受
け

た
。

森
下
総
務
課
長
よ
り

1
．
議
会
休
会
中
の
動
き
や
今

議
会
で
提
案
さ
れ
る
議
案

に
関
し
報
告
を
受
け
る
。

2
．
村
有
財
産
払
い
下
げ
申
請

2
件
を
審
査
し
た
。

①
江
尻
の
圃
場
内
農
道
5
・

02
㎡
を
圃
場
と
し
て
使
用

し
た
い
と
の
申
請
。

②
村
道
稲
葉
福
田
線
改
良
に

伴
う
家
屋
の
移
転
先
と
し

て
、旧
村
営
住
宅
跡
地
198
・

36
㎡
の
払
い
下
げ
を
申
請

す
る
も
の
。い
ず
れ
の
土

地
も
、申
請
ど
お
り
払
い

下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

森
下
参
事
兼
室
長
よ
り

　
　

今
議
会
提
案
の
補
正
予
算

に
関
す
る
件
、連
携
中
枢
都
市

圏
に
関
し
て
報
告
を
受
け
た
。

川
村
住
民
課
長
よ
り

1
．
差
し
押
さ
え
不
動
産
4
件

の
公
売
で
、
2
件
が
落
札

さ
れ
た
件
と
捜
索
3
件
に

関
す
る
報
告
を
受
け
た
。

2
．
各
会
計
の
補
正
予
算
に
関

連
す
る
報
告
を
受
け
た
。

　

11
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時

よ
り

松
岡
健
康
福
祉
課
長
よ
り

1
．
長
寿
訪
問

　
　

100
歳
の
方
1
人
と
101
歳
以

上
の
5
人
の
方
を
訪
問
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
記
念
品
を

お
贈
り
し
た
。

2
．
総
合
健
診

　
　

10
月
末
時
点
で
、
本
年
度

特
定
健
診
受
診
者
は
468
人
、

受
診
率
44
・
4
％
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
も
209
人
受
診

し
て
い
る
。

3
．
が
ん
検
診

　
　

肺
が
ん
及
び
結
核
検
診
が

888
人
、
胃
が
ん
検
診
571
人
、

大
腸
が
ん
検
診
761
人
、
肝
炎

検
診
49
人
、
前
立
腺
が
ん
検

診
205
人
、
子
宮
が
ん
検
診
185

人
、
乳
が
ん
検
診
195
人
、
そ

の
他
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
121
人
。
喀

痰
検
査
10
人
の
方
が
受
診
し

て
い
る
。

藤
田
産
業
環
境
課
長
よ
り

　
　

村
の
駅
ひ
だ
か
の
状
況

は
、
3
年
目
の
年
間
売
り
上

げ
は
、
約
2
億
3
千
万
円
で
、

前
年
比
111
％
増
。
来
客
数
約

20
万
9
千
人
で
、
前
年
比

105
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

大
川
内
建
設
課
長
よ
り

1
．  

江
尻
地
区
「
か
わ
ま
ち
づ

く
り
」
事
業
は
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
今
年
度
の
工

事
で
あ
る
管
理
用
道
路
の

整
備
工
事
に
着
手
。

2
．
能
津
地
区
夢
団
地
に
つ
い

て
は
、
10
月
17
日
に
入
居

者
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
、
最
終
的
に
村
の
方

針
に
理
解
が
得
ら
れ
た
。

　
　
　

住
宅
の
払
い
下
げ
の
希

望
者
は
い
な
か
っ
た
。現
時

点
で
収
入
超
過
者
と
な
る

2
戸
に
つ
い
て
は
、み
な
し

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
制
度

へ
の
移
行
を
進
め
る
。

　

11
月
28
日
（
火
）
午
後
1
時

よ
り

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ

現
況
の
視
察
に
向
か
う
。

　

西
尾
所
長
よ
り
現
況
説
明
を

受
け
る
。

　
　

本
施
設
は
、
平
成
9
年
に

高
知
県
知
事
が
県
議
会
に
当

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
提
案
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経

て
、
平
成
23
年
10
月
開
業
し

て
お
り
、
施
設
の
構
成
は
、

管
理
型
最
終
処
分
場
、
医
療

廃
棄
物
処
理
施
設
、
浸
出
水

処
理
施
設
の
3
処
理
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

管
理
型
最
終
処
分
場
に
は
、

1
日
約
50
ト
ン
の
廃
棄
物
が

搬
入
さ
れ
て
い
る
。
搬
入
車

両
は
、
4
〜
10
ト
ン
車
両
が

主
で
あ
る
。
1
日
の
搬
入
台

閉
会
中
の
委
員
会
活
動
報
告

委員長　森下雅文

総
務
常
任
委
員
会

経
済
建
設
厚
生

常
任
委
員
会
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数
は
、
平
均
8
台
で
あ
る
。

　
　

医
療
廃
棄
物
は
、
1
日
平

均
1
箱
40
リ
ッ
ト
ル
の
容
器

で
約
600
箱
が
、
車
両
台
数
約

6
台
に
よ
り
搬
入
さ
れ
て
い

る
。

　
　

最
終
処
分
場
は
、現
在
処

理
能
力
の
56
・
7
％
に
達
し

て
お
り
、当
初
計
画
の
220
％

の
速
さ
で
進
ん
で
お
り
、こ

の
状
態
で
い
く
と
平
成
34
年

10
月
で
100
％（
満
杯
）に
な
る

状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

　
　

視
察
の
後
、
委
員
会
で
協

議
を
行
い
、
県
に
対
し
て
、

平
成
30
年
1
月
中
旬
頃
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
現
在
の
振

興
策
で
残
さ
れ
て
い
る
県
道

庄
田
伊
野
線
改
良
、
高
架
橋

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
頂
き
、
村
の
発
展
に
つ
な

が
る
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

11
月
28
日
（
火
）
午
後
3
時

30
分
よ
り

山
崎
治
水
対
策
室
長
よ
り

1
．
国
・
県
・
い
の
町
・
日
高

村
が
進
め
る
大
内
地
区
、

大
内
南
の
谷
地
区
へ
の
対

応
。

　

⑴
平
成
29
年
10
月
20
日
、
大

内
地
区
で
第
4
回
協
議
会

を
開
催
し
、
以
下
確
認
さ

れ
た
。

①
鎌
田
用
水
氾
濫
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
が
毎
秒
1
㎥
の
排
水

ポ
ン
プ
車
を
配
備
す
る

こ
と
で
の
了
解
を
求
め

た
が
、
今
後
の
継
続
審

議
と
な
っ
た
。

②
新
放
水
路
工
事
に
よ
る

水
枯
れ
問
題
等
に
は
、

国
土
交
通
省
で
対
応
す

る
。

　

⑵
平
成
29
年
11
月
25
日
、
大

内
南
の
谷
地
区
で
第
7
回

協
議
会
を
開
催
し
、
以
下

確
認
さ
れ
た
。

①
新
放
水
路
工
事
に
関
わ

る
、
構
造
・
騒
音
・
振
動
・

水
枯
れ
な
ど
の
問
題
に

は
、
全
て
国
土
交
通
省

が
対
応
す
る
。

　

な
お
、
工
事
残
土
の
夜

間
運
搬
は
禁
止
と
さ
れ

た
。

②
南
の
谷
川
の
氾
濫
対
策

・
河
川
の
浚
渫
や
草
木
の

除
去
等
、
適
正
な
河
川

管
理
と
未
改
修
の
農
道

橋
の
架
け
替
え
工
事

は
、
高
知
県
が
実
施
す

る
。

③
大
内
南
の
谷
地
区
の
活

性
化
対
策

・
町
道
17
カ
所
の
修
繕
整

備
工
事
及
び
地
元
対
策

は
い
の
町
が
行
い
、
そ

れ
ら
の
費
用
は
日
高
村

と
す
る
。

・
同
地
区
へ
の
活
性
化
対

策
費
に
つ
い
て
は
、
日

高
村
で
対
応
す
る
。

2
．
国
土
交
通
省
及
び
高
知
県

の
所
管
内
容
に
つ
い
て

　
　

村
道
江
尻
妹
背
峠
線
の

拡
幅
工
事
及
び
残
土
処
分

場
新
設
工
事
は
、
共
に
順

調
に
進
ん
で
い
る
。

3
．
日
高
村
所
管
内
容
に
つ
い

て

　

⑴
平
成
29
年
8
月
30
日
、
日

下
川
下
流
工
区
の
設
計
変

更
説
明
会
を
38
人
の
地
権

者
の
う
ち
18
人
が
参
加
し

て
開
催
し
、
派
川
日
下
川

へ
の
管
理
橋
は
、
地
質
調

査
を
踏
ま
え
断
念
す
る
。

下
流
域
の
用
地
買
収
は
、

平
成
29
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
旨
伝
え
ら
れ
た
。

　

⑵
年
度
内
の
対
応

①
新
日
下
川
放
水
路
呑
口

側
の
施
工
会
社
が
、
30

年
1
月
に
は
確
定
す
る

た
め
、
3
月
中
に
村
民

の
皆
様
方
を
対
象
と
し

た
工
事
説
明
会
と
、
関

係
者
に
よ
る
起
工
式
典

を
予
定
し
て
い
る
。

②
日
高
村
で
3
本
目
と
な

る
新
日
下
川
放
水
路
工

事
が
、
30
年
3
月
に
は

着
工
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
村
民
の
皆
様
方
に

も
経
緯
等
を
お
知
ら
せ

し
、
工
事
へ
の
ご
協
力

等
を
得
る
た
め
に
も
、

議
会
だ
よ
り
や
ひ
だ
か

広
報
を
用
い
て
、
村
民

へ
の
啓
蒙
啓
発
を
図
る

べ
き
と
さ
れ
た
。

　

⑶
日
下
川
及
び
仁
淀
川
改
修

期
成
同
盟
会
と
し
て
以
下

の
活
動
を
行
っ
た
。

　
　
　

高
知
県
中
央
西
土
木
事

務
所
、
高
知
県
土
木
部
、

高
知
県
河
川
国
道
事
務

所
、
四
国
地
方
整
備
局
、

国
土
交
通
省
及
び
国
会
議

員
へ
の
要
望
等
を
行
っ

た
。

　
　
　

以
上
報
告
す
る
。

日
高
村
治
水
対
策

特
別
委
員
会委員長　戸梶　章

委員のエコサイクルセンター現地視察



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（10）

質
問　

2
0
1
7
年
度
版
の
少

子
化
社
会
白
書
で
は
、
子
ど

も
予
定
数
が
、
夫
婦
の
理
想

子
ど
も
数
を
持
た
な
い
理
由

の
第
1
は
、
子
育
て
に
お
金

が
か
か
り
す
ぎ
る
56
・
3
％

で
、
男
性
が
結
婚
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
正
社
員
で
は
25

歳
か
ら
29
歳
ま
で
が
31
・

7
％
、
30
歳
か
ら
40
歳
で

57
・
8
％
が
結
婚
し
て
い
る

が
、
非
正
規
雇
用
は
25
歳
か

ら
29
歳
で
13
・
0
％
、
30
歳

か
ら
34
歳
で
23
・
3
％
し
か

結
婚
し
て
い
な
い
。

　
　

結
婚
し
て
い
る
人
が
非
正

規
雇
用
で
は
、
正
社
員
の
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
非

正
規
雇
用
で
は
、
な
か
な
か

結
婚
は
で
き
な
い
。
日
高
村

の
現
状
は
ど
う
か
。

答
弁　

井
上
教
育
次
長

　
　

平
成
17
年
か
ら
平
成
22
年

の
国
勢
調
査
か
ら
性
別
年
齢

地
域
の
構
成
比
か
ら
1
万
サ

ン
プ
ル
に
よ
る
調
査
を
実
施

し
て
分
析
し
た
も
の
で
、
市

町
村
単
位
で
比
較
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
日
高
村
の

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
を

立
て
る
と
き
に
、
実
施
し
た

と
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
子
育
て
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
こ
と
に
、
教
育
費
に

か
か
る
経
費
負
担
が
多
い
と

い
う
家
庭
が
、
42
・
5
％
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

質
問　

2
0
1
3
年
に
内
閣
府

が
出
し
た
子
ど
も
ビ
ジ
ョ
ン

に
か
か
る
点
検
評
価
の
指
導

調
査
報
告
書
で
は
、
子
育
て

教
育
の
経
済
的
負
担
の
具
体

的
内
容
と
し
て
、
学
校
教
育

費
、
大
学
・
短
大
等
が
55
・

6
％
、
学
習
塾
等
、
学
校
以

外
の
教
育
費
が
47
％
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

保
育
園
の
費
用
が
39
・
1
％
、

小
学
校
・
中
学
校
ま
で
が

38
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

2
0
1
5
年
11
月
17
日
、

1
億
総
活
躍
国
民
会
議
ヒ
ア

リ
ン
グ
資
料
か
ら
、
子
育
て

の
経
済
的
負
担
は
、
出
生
率

を
低
迷
さ
せ
て
き
た
大
き
な

要
因
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
子
育

て
の
経
済
的
負
担
を
直
接
軽

減
す
る
政
策
は
、
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
出
生

率
回
復
の
た
め
に
は
、
子
育

て
の
経
済
的
負
担
を
直
接
軽

減
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
結
婚
や
住

宅
費
等
子
ど
も
が
い
る
世
帯

に
つ
い
て
も
応
援
す
る
経
済

的
支
援
、
子
ど
も
を
多
く
生

み
育
て
る
こ
と
を
手
厚
く
支

援
す
る
よ
う
な
手
当
、
控
除

等
を
充
実
さ
す
教
育
費
負
担

の
軽
減
。

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

的
な
高
等
教
育
の
負
担
軽

減
。
奨
学
金
の
充
実
、
経
済

的
困
窮
す
る
家
庭
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
費
支
援
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

日
高
村
の
支
援
は
、
ど
う

か
。　

答
弁　

井
上
教
育
次
長

　
　

経
済
的
負
担
の
対
応
策
と

し
て
保
育
料
の
軽
減
策
の
実

施
を
し
て
い
る
。
平
成
29
年

度
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
額
に
対
し
て
、
保

護
者
負
担
を
約
半
額
の
50
％

に
し
て
い
る
。
同
一
世
帯
に

属
す
る
子
ど
も
の
う
ち
保
育

所
に
入
所
す
る
3
子
以
降
の

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
無
料
、

同
時
入
所
の
2
子
に
つ
い
て

も
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の

援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
新
入
学

児
童
生
徒
入
学
準
備
金
を
平

成
29
年
度
か
ら
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
非

課
税
世
帯
に
対
し
て
無
利
子

の
対
応
に
て
実
施
し
て
い

る
。

日
下
小
学
校
裏
山
の

　
　
　

崩
落
へ
の
対
応
は

一
般
質
問
に
5
氏
が
立
つ

一
般
質
問
に
5
氏
が
立
つ

一
般
質
問
に
5
氏
が
立
つ

野村重夫議員

医療費無料化18歳
まで引き上げを
医療費無料化18歳
まで引き上げを
医療費無料化18歳
まで引き上げを



日高村議会だより 第169号（11）平成30年1月31日

そ
の
他
の
質
問
事
項

宅
地
開
発
事
業
の

推
進
を

日
下
川
下
流
域
の

改
修
は

流
水
支
障
木
の伐

採
を

能
津
・
日
下
間
に

ト
ン
ネ
ル
を

緊
急
雇
用
創
出
臨
時

特
例
基
金
事
業
の

契
約
に
つ
い
て

  

沖
名
踏
切
の
改
良
は

  

防
災
士
の
活
用
を

質
問　

現
在
、
裏
山
の
調
査
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

急
傾
斜
崩
壊
対
策
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

用
地
測
量
と
補
償
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
1
月
に
は
地

権
者
へ
の
説
明
と
補
償
契
約

を
し
て
ゆ
き
た
い
。
で
き
れ

ば
、
年
度
内
に
一
部
工
事
の

発
注
も
行
い
た
い
と
の
こ
と

だ
。

質
問　

下
流
域
改
修
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
で
き
な

い
か
。　

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

国
岡
橋
か
ら
下
流
区
間
約

700
ｍ
の
詳
細
設
計
と
用
地
測

量
が
完
了
し
、
地
権
者
等
へ

の
説
明
会
も
実
施
し
た
。
用

地
買
収
に
も
入
っ
て
い
る
。

で
き
れ
ば
、
平
成
30
年
度
の

非
出
水
期
に
着
工
し
た
い
と

の
こ
と
だ
。

　
　

引
き
続
き
早
期
改
修
に
つ

い
て
要
望
し
て
ゆ
く
。

質
問　

放
水
路
付
近
の
、
支
障

木
の
伐
採
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
か
。　

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

日
下
橋
の
下
流
に
あ
る
正

寺
岡
橋
付
近
に
つ
い
て
、
伐

採
が
必
要
で
あ
り
、
県
に
お

願
い
し
て
ゆ
き
た
い
。

質
問　

土
捨
場
へ
の
土
砂
搬
入

は
い
つ
か
ら
か
。

　
　

搬
出
路
に
あ
る
沖
名
踏
切

の
改
良
は
、
い
つ
完
成
か
。

　答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

土
砂
搬
入
は
、
平
成
30
年

4
月
頃
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　

沖
名
踏
切
は
、
平
成
30
年

度
中
の
改
良
と
聞
い
て
い

る
。

質
問　

60
年
前
か
ら
の
懸
案
で

あ
り
、
今
こ
そ
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

日
高
村
全
体
を
浮
揚
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。　

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

村
の
振
興
発
展
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
で
あ
り
、
諦
め

ず
で
き
る
方
向
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

だ
。

質
問　

6
区
画
全
部
の
分
譲
が

決
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り

人
口
は
、
何
人
増
え
る
こ
と

に
な
る
か
。

　
　

新
た
な
宅
地
開
発
は
、
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。　

答
弁　

森
下
参
事
兼
室
長

　
　

大
人
が
12
人
、
子
ど
も
が

10
人
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

新
た
な
宅
地
開
発
は
、
明

日
か
ら
で
も
進
め
て
い
き
た

い
。

質
問　

防
災
士
参
加
型
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

村
の
職
員
に
防
災
士
の
資

格
を
取
得
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。　

答
弁　

森
下
総
務
課
長

　
　

村
内
の
資
格
取
得
者
は
3

人
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後

連
携
の
必
要
が
あ
り
、
機
会

が
あ
れ
ば
、
要
請
し
た
い
。

　
　

来
年
度
か
ら
職
員
研
修
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
何
人
か

に
防
災
士
養
成
講
座
を
受
講

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問　

事
業
の
状
況
に
つ
い

て
、
受
託
者
か
ら
特
段
の
連

絡
が
な
か
っ
た
と
い
う
不
作

為
に
よ
っ
て
、
事
業
が
順
調

に
推
移
し
て
い
る
も
の
と
錯

誤
し
て
、
契
約
を
行
っ
た
も

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

今
回
の
こ
の
件
に
つ
い
て
、

疑
問
は
多
々
あ
っ
た
。
た
だ

そ
れ
が
、
錯
誤
に
あ
た
る
の

か
詐
欺
に
あ
た
る
の
か
も
含

め
、
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
は

糾
明
で
き
な
い
部
分
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
う
。

1
．
村
が
産
廃
施
設
を
受
け
入

れ
た
こ
と
に
よ
る
効
果
と

課
題
。

2
．
日
下
駅
舎
の
改
修
。

3
．
無
許
可
墓
地
に
つ
い
て
。

4
．
ふ
る
さ
と
納
税
。

5
．
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対

応
。

　

そ
の
他
22
件
。

日
下
小
学
校
裏
山
の

　
　
　

崩
落
へ
の
対
応
は

日
下
小
学
校
裏
山
の

　
　
　

崩
落
へ
の
対
応
は

日
下
小
学
校
裏
山
の

　
　
　

崩
落
へ
の
対
応
は

一
般
質
問
に
5
氏
が
立
つ

森下雅文議員

医療費無料化18歳
まで引き上げを



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（12）

そ
の
他
の
質
問
事
項

質
問　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
よ

り
、
勉
強
へ
の
集
中
力
が
高

ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
食
欲

も
増
し
、
給
食
の
食
べ
残
し

が
少
な
く
な
っ
た
。

　
　

児
童
の
学
習
面
や
生
活
面

で
の
環
境
が
1
年
中
整
い
効

果
は
大
き
い
と
の
先
生
か
ら

の
話
も
あ
る
。

　
　

能
津
小
で
は
、
日
当
た
り

が
悪
く
、
寒
い
教
育
環
境
に

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
守
り
、
集
中
し
て
勉

強
で
き
る
よ
う
、
村
内
の
小

中
学
校
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
要
望
す
る
。

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

設
置
の
方
向
で
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成

30
年
度
よ
り
施
設
整
備
計
画

に
挙
げ
事
業
採
択
を
受
け
た

後
、
能
津
小
学
校
か
ら
実
施

し
、
日
下
小
学
校
は
、
大
規

模
改
修
の
時
期
に
合
わ
せ
て

設
置
し
、
日
高
中
学
校
も
含

め
順
次
計
画
的
に
格
差
の
な

い
形
で
進
め
た
い
。

質
問　

内
部
障
が
い
や
難
病
の

方
々
、
妊
娠
中
の
方
や
人
工

関
節
や
義
足
の
方
々
な
ど
、

外
見
か
ら
は
援
助
の
必
要
性

が
分
か
り
に
く
い
人
が
、
何

ら
か
の
手
助
け
を
必
要
と
す

る
場
合
、
周
囲
に
知
ら
せ
る

マ
ー
ク
と
し
て
全
国
に
拡
大

さ
れ
て
お
り
、
高
知
県
で
も

来
年
度
よ
り
実
施
と
な
っ
た

が
当
村
の
導
入
は
。

答
弁　

松
岡
健
康
福
祉
課
長

　
　

10
月
31
日
開
催
の
中
央
西

福
祉
保
健
所
行
政
連
絡
会
議

の
議
題
に
あ
げ
、
そ
の
中
で

各
市
町
村
と
県
の
考
え
方
を

確
認
、
広
域
的
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
果
が
出
る

取
り
組
み
と
の
意
見
が
多

く
、
県
は
30
年
度
予
算
で
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
作
成
予
定
で

あ
り
、
日
高
村
は
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
作
成
予
算
を
平
成

30
年
度
予
算
に
計
上
す
る
予

定
、
併
せ
て
啓
発
、
周
知
も

実
施
し
た
い
。

質
問　

浸
水
対
策
事
業
の
日
下

川
改
修
工
事
県
工
事
分
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
説
明
を

求
め
る
。

　
　

岩
目
地
国
道
の
三
差
路
の

南
側
も
住
宅
地
で
浸
水
被
害

も
あ
る
が
対
応
に
つ
い
て
聞

く
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

日
下
川
の
改
修
は
、
河
道

掘
削
と
護
岸
整
備
、
築
堤
を

行
い
、
計
画
の
河
川
断
面
を

確
保
す
る
も
の
、
そ
の
た
め

に
住
家
や
重
要
構
造
物
等
が

あ
る
区
間
に
お
い
て
、
軟
弱

地
盤
対
策
と
し
て
、
矢
板
の

設
置
を
行
い
周
辺
へ
の
影
響

を
抑
制
す
る
工
事
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

全
体
の
改
修
区
間
は
、日
下

川
で
は
、戸
梶
川
と
の
合
流
点

よ
り
上
流
に
4
千
400
ｍ（
筋
違

橋
）、戸
梶
川
は
合
流
部
よ
り
、

上
流
2
千
50
ｍ（
稲
葉
橋
上
流

の
農
道
橋
）ま
で
の
区
間
と

な
っ
て
お
り
、現
在
、日
下
川

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
護

岸
整
備
工
事
で
、

①
竜
石
ロ
ー
ソ
ン
よ
り
下
流

左
岸
の
212
ｍ
。

②
鹿
児
橋
の
上
下
流
右
岸
の

612
ｍ
。

③
今
市
上
橋
の
下
流
左
岸
の

110
ｍ
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
今
後
の

発
注
予
定
工
事
で
は
、

④
今
市
上
橋
の
上
流
左
岸
の

120
ｍ
。

⑤
鹿
児
橋
の
上
流
左
岸
の
140

ｍ
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

岩
目
地
国
道
三
差
路
の
南

側
に
つ
い
て
は
、
堤
防
の
な

い
区
間
で
あ
り
、
新
た
に
堤

防
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

1
．
教
育
の
無
償
化
。

2
．
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
。

3
．
認
知
症
対
策
。

4
．
南
海
地
震
対
策
。

教育環境の整備を
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
の

　
　
　
　

目
立
つ
看
板
を

日下川床上浸水対策特別緊急整備工事　竜石付近

西川龍子議員
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有
害
鳥
獣
対
策
は

後
継
者
の
育
成
が

喫
緊
の
課
題
で
は

新
庁
舎
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

低
減
の
発
想

新
庁
舎
に
オ
フ
ィ
ス

改
革
の
発
想
を

組
織
の
自
浄
能
力
が

今
、問
わ
れ
て
い
る

  

か
さ
上
げ
規
制
を

質
問　

村
外
か
ら
来
た
方
が
、

「
オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
は
ど
こ

で
す
か
」
と
問
い
か
け
る
場

面
に
出
く
わ
し
、
分
か
り
に

く
い
こ
と
を
改
め
て
知
っ

た
。目
立
つ
看
板
の
設
置
を
。

答
弁　

藤
田
産
業
環
境
課
長

　
　

一
目
瞭
然
の
も
の
に
、
予

算
的
な
こ
と
や
場
所
の
問
題

は
あ
る
が
、検
討
し
て
い
く
。

質
問　

働
き
方
改
革
で
総
務
省

は
、
オ
フ
ィ
ス
改
革
を
実
施

し
て
、
残
業
時
間
の
短
縮
な

ど
効
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

新
庁
舎
に
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

私
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
て

お
り
、十
分
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

温
暖
化
防
止
の
考
え
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
の

考
え
を
聞
く
。　

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

作
る
コ
ス
ト
は
多
少
か

か
っ
て
も
、後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
安
け
れ
ば
、随
分
違

う
の
で
検
討
し
て
も
ら
う
。

質
問　

現
時
点
で
何
ら
か
の
制

約
条
件
を
付
し
て
い
る
か
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

平
成
32
年
度
を
目
標
に
総

合
治
水
条
例
の
制
定
と
い
う

こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

現
在
、有
害
鳥
獣
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
の

年
齢
を
見
る
と
、後
継
者
の
育

成
が
喫
緊
の
課
題
で
は
。

答
弁　

藤
田
産
業
環
境
課
長

　
　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
若
い
方
も
徐
々
で
は
あ

る
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

質
問　

増
え
た
方
の
活
動
実
績

の
追
跡
調
査
は
。　

答
弁　

藤
田
産
業
環
境
課
長

　
　

一
定
さ
れ
て
い
る
が
、先
輩

猟
師
に
指
導
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

次
々
と
、
日
本
の
大
手

企
業
で
の
不
正
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

ま
さ
に
組
織
に
お
け
る
自

浄
能
力
の
欠
如
だ
と
思
う
。村

の
行
政
組
織
は
大
丈
夫
か
。

答
弁　

戸
梶
村
長

　
　

わ
が
身
を
振
り
返
っ
て
、

き
ち
ん
と
常
日
頃
か
ら
肝
に

銘
じ
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
の

　
　
　
　

目
立
つ
看
板
を

オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
の

　
　
　
　

目
立
つ
看
板
を

オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
の

　
　
　
　

目
立
つ
看
板
を

現在の日高村役場庁舎

森下芳文議員
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輝
き
続
け
ら
れ
る

村
創
り
へ
!!

質
問　

下
川
流
域
の
浸
水
状
況

を
把
握
す
る
に
は
、
本
郷
地

点
、
放
水
路
分
派
点
、
神
母

樋
門
内
・
外
水
位
、
仁
淀
川

八
田
堰
下
流
の
水
位
記
録
を

残
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

日
下
川
流
域
内
の
浸
水
状

況
を
把
握
す
る
う
え
で
、
こ

れ
ら
の
水
位
情
報
は
特
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
水
位
情
報
に
つ
い

て
は
国
土
交
通
省
に
デ
ー
タ

と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、

今
後
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

村
内
で
3
本
目
と
な
る

新
放
水
路
の
排
水
能
力
を
明

確
に
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

平
成
26
年
12
号
台
風
に
よ

る
村
内
浸
水
箇
所
に
つ
い
て

は
、
表
示
板
で
浸
水
の
高
さ

を
標
記
し
て
お
り
、
新
放
水

路
完
成
後
の
浸
水
想
定
高
さ

に
つ
い
て
も
、
住
民
の
皆
様

に
示
せ
る
よ
う
整
理
し
て
お

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

仁
淀
川
へ
の
排
水
効
果

を
高
め
る
に
は
、
八
田
堰
下

流
の
最
高
水
位
の
低
減
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答
弁　

大
川
内
建
設
課
長

　
　

国
土
交
通
省
は
、
仁
淀
川

八
田
堰
下
流
の
最
高
水
位
低

減
に
向
け
、
既
に
流
下
能
力

を
向
上
す
る
た
め
の
用
地
買

収
や
堆
積
土
砂
等
の
除
去
計

画
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
順
次
計
画
が
進

む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

日
高
村
の
最
重
要
施
策

で
あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総

合
戦
略
」
の
成
果
を
確
認
し

た
い
。

答
弁　

藤
田
産
業
環
境
課
長

　
　

日
高
村
に
安
定
し
た
雇
用

を
創
出
す
る
た
め
の
成
果
目

標
で
あ
る
「
平
成
31
年
度
新

規
事
業
に
よ
る
年
4
人
の
雇

用
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
中
に
も
新
規
事
業
に
よ

る
4
人
の
雇
用
数
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

答
弁　

川
村
住
民
課
長

　
　

日
高
村
へ
の
新
し
い
人
の

流
れ
を
つ
く
る
成
果
目
標
で

あ
る
「
平
成
31
年
度
の
純
移

動
数
0
人
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
実
績
57
人
、
平

成
28
年
度
実
績
18
人
、
平
成

29
年
12
月
時
点
で
プ
ラ
ス
3

人
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
日

高
村
に
移
住
さ
れ
た
の
か
を

お
聞
き
す
る
と
、日
高
村
は
、

「
子
育
て
政
策
や
福
祉
政
策
」

が
非
常
に
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
須
崎
市
か
ら
の
転
入
者

か
ら
は
「
津
波
へ
の
心
配
が

な
い
」
な
ど
、
村
と
し
て
喜

ば
し
い
ご
意
見
等
が
多
く

あ
っ
た
。

答
弁　

松
岡
健
康
福
祉
課
長

　
　

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の

希
望
を
叶
え
る
た
め
の
「
平

成
31
年
度
の
出
生
数
40
人
」

の
目
標
は
、
平
成
27
年
度
30

人
、
平
成
28
年
度
20
人
、
平

成
29
年
度
17
人
程
度
、
平
成

30
年
度
も
現
時
点
の
母
子
手

帳
交
付
状
況
か
ら
20
人
程
度

と
、
目
標
達
成
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
だ
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

地
元
有
志
に
よ
る
大
滝

山
周
辺
へ
の
整
備
状
況
等
を

確
認
し
た
い
。

答
弁　

藤
田
産
業
環
境
課
長

　
　

今
年
9
月
地
元
有
志
に
よ

る
「
大
滝
山
を
守
る
会
」
が

設
立
さ
れ
、
歩
道
や
山
頂
広

場
の
整
備
等
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
高
知
市
内
の
中
高
年
女

性
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
紅
葉
や

季
節
の
花
を
目
的
に
、
2
時

間
程
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
る

方
々
が
多
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

300有余年の
内水問題解消へ！！

日高村議会村民アンケート 集計結果のお知らせ

いの町八田堰

戸梶　章議員



日高村議会だより 第169号（15）平成30年1月31日

●調査の概要について 

●回答者の内訳

日高村議会村民アンケート 集計結果のお知らせ日高村議会村民アンケート 集計結果のお知らせ日高村議会村民アンケート 集計結果のお知らせ
　近年の選挙における投票率の低下、全国的に見られる町村議会のなり手不足の問題、また土佐
郡大川村で検討された「町村総会」の設置など、町村議会を取り巻く環境は年々厳しい状況となっ
ています。
　日高村議会では、村の将来を展望し、村民が議会や議会制度をどのように捉え、どのような村
づくりを望んでいるか、議会の活性化、今後の議会のあるべき姿について、皆さんのお声をお聞
きするべく、今回アンケート調査を実施いたしました。

 実施期間 平成29年10月10日～10月31日まで
 
調査対象者

 日高村に居住し、かつ選挙権を持っている方の中から無作為抽出した
  18歳以上の男女500人
 回収数 191人
 回収率 38.7% 

男性：43.4%
女性：50.8%

未記入：
5.8%

8.4% 9.4%
12.6%

18.8%
23.6% 21.5%

5.8%

■ 男性 83人
■ 女性 97人
■ 未記入 11人

16人
18～29歳

18人
30～39歳

24人
40～49歳

36人
50～59歳

45人
60～69歳

41人
70歳以上

11人
未記入



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（16）

問１：あなたは、議会に関心がありますか。（１つに○）

「a.関心がある」「b.どちらかと言えば関心がある」の合計が４５．５％、それ以外の３
つの回答の合計が５４．５％と、おおよそ関心度は半 と々なっています。

回答者のおおよそ７割弱の方は議会だよりを読んでいらっしゃいますが、「b.関心の
あるものだけを読む」方が圧倒的に多く、またcとdを合わせた３割の方は読まれてい
ないことが分かります。

１：議会への関心度について

問１：あなたは、議会だよりをご覧になったことはありますか。（１つに○）
２：議会の広報について

20.6%
24.9% 22.8% 22.2%

9.5%

17.4%

48.9%

23.7%

5.8% 4.2%

39人
a．関心がある。

47人
b．どちらかと言
えば関心があ
る。

43人
c．どちらとも言
えない。

42人
d．どちらかと言
えば関心がな
い。

18人
e．関心がない。

33人
a．すべて読む。

93人
b．関心のあるも
のだけ読む。

45人
c．ほとんど読ま
ない。

11人
d．全 く読 まな
い。

8人
e．議会だよりの
存在を知らない。



日高村議会だより 第169号（17）平成30年1月31日

問２：あなたは、議会や議員の活動状況などの情報をどこから得ていますか。
（複数回答）

議会に関する情報は主に議会だよりから得ていることが分かります。前問１の議会
だよりを読まれている方（回答aとb）の比率とも、ほぼ同じです。議員から直接聞くこ
とは少ない結果です。

問３：現在、村議会では各家庭のＩＰ端末への議会中継導入を検討していますが、導
入した方が良いと思いますか。
（１つに〇）

議会中継導入については、ほぼ意見が分かれています。

　

ａ： 66.5%

ｂ：
14.9%

ｃ：
18.6%

■ ａ．議会だより。125人
■ ｂ．議員から直接聞いている。28人
■ ｃ．その他 34人

ａ： 39.3%

ｂ： 31.4%

ｃ： 29.3%

■ ａ．導入した方が良い。
　 75人
■ ｂ．導入しなくても良い。
　 58人
■ ｃ．分からない。58人



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（18）

問１：あなたは、議員が村民の代表として、村政に村民の声を反映していると思いま
すか。（１つに〇）

問２：前記の問いで「ｃ．どちらかと言えば反映していないと思う」、「ｄ．反映していない
と思う」を選択した方にお聞きします。選択をした理由をお聞かせください。
（複数回答）

ａ，ｂの合計３５．６％、ｃ，ｄの合計３２．９％、e.３１．４％とほぼ同じ比率となっています。
村民の皆さんの声が反映されているという実感の仕方はそれぞれであることがうか
がえます。

反映していないと思っている方々の中では、圧倒的に村民との対話がないと感じて
いる方が多いことが分かります。

３：議会の運営について

7.9%

27.7%

18.8%
14.1%

31.4%

15人
ａ．反映してい
ると思う。

53人
ｂ．どちらかと
言えば反映して
いると思う。

36人
ｃ．どちらかと
言えば反映して
いないと思う。

27人
ｄ．反映してい
ないと思う。

60人
ｅ．分からない。

48.1%

26.0%

10.4% 7.8% 7.8%

37人
ａ．村民との対話
がない。

20人
ｂ．村民の要望
が実現されてい
ない。

8人
ｃ．議会で積極
的に発言してい
ると思えない。

6人
ｄ．請願・陳情な
どへの対応が不
十分。

6人
ｅ．その他



日高村議会だより 第169号（19）平成30年1月31日

問３．あなたは、議員に自分の意見や要望を伝えていますか。（１つに〇）

直接（間接的でも）意見・要望を伝えている方はとても少なく、７割の方が伝えてい
ないという結果になっています。

問４．上記の問いに「ｃ．伝えていない」を選択した方にお聞きします。その理由をお聞
かせください。（複数回答）

伝えていない理由はさまざまありますが、伝える意見・要望があっても、ｂ，ｅのように
「手段としてない」方が４３．４％いらっしゃいます。ｃにもみられるような、「実現の見込
みがない」と感じている方もいらっしゃいます。

ａ： 9.0%

ｂ：
21.3%

ｃ： 69.7%
■ ａ．伝えている。17人
■ ｂ．ときどき伝えている。
　 40人
■ ｃ．伝えていない。131人

27.0% 25.9%

13.8%
8.5%

17.5%

7.4%

51人
ａ．伝える意
見や要望が
特にない。

49人
ｂ．伝える手
段が分から
ない。

26人
ｃ．議 員 に
意見・要望し
ても実現し
ない。

16人
ｄ．意 見 や
要 望 は、役
場に直接伝
えている。

33人
ｅ．知ってい
る議員がい
ない。

14人
ｆ．その他



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（20）

「a.村および村民の利益となるような政策の提言」の回答が多く、最も期待されてい
ることであることがうかがえます。

ほぼ半々の結果となっています。

問５．あなたは議会や議員のあり方として、どのようなことを期待しますか。
（複数回答）

４．議員の定数について

41.2%

23.2%
18.9%

12.5%
4.3%

135人
ａ．村および村
民の利益となる
ような政策の提
言。

76人
ｂ．村の行財政
運営などに対す
る議会のチェッ
ク機能。

62人
ｃ．議会での審
議結果などに関
する村民への報
告。

41人
ｄ．議会の仕組
みなどに関する
村民への説明。

14人
ｅ．その他

ａ： 51.6%
ｂ： 48.4%

■ ａ．知っている。94人
■ ｂ．知らない。88人

問１．あなたは、村議会議員の定数が１０人であることをご存じですか。
（１つに〇）



日高村議会だより 第169号（21）平成30年1月31日

問２．議会による健全な審議や村行政のチェック機能を今後継続してゆくために、あ
なたは、議員定数は何人が良いと思いますか。
（１つに〇）

問3．現在の日高村議会議員は、全員60歳以上で、女性議員は1人となっています。
あなたは、議員構成のあるべき姿として、どのようにお考えですか。
（複数回答）

現在の定数である「c.１０人」が一番多いですが、妥当な数として「８～１０人」と考
える人が多いということが分かります。

ａ：9.8%

ｂ：
33.9%

ｃ ：
44.8%

ｄ ：
4.6%

ｅ：
6.9% ■ ａ．６人以下。17人

■ ｂ．８人。59人
■ ｃ．１０人。78人
■ ｄ．１２人。8人
■ ｅ．その他12人

回答者の方が求める姿として、「若 し々さ」「多様性」を期待していることがうかがえる
結果となっています。

38.3% 35.5%

20.9%

3.4% 1.9%

123人
a．若い議員が
いた方がよい。

114人
b．さまざまな
職種の人がい
た方がよい。

67人
c．女性を増や
した方がよい。

11人
d．分からない。

6人
e．このままで
よい。



日高村議会だより　第169号 平成30年1月31日（22）

問4.議会のあるべき姿を実現するためには、どうしたらよいと思いますか。あなたのお
考えをお聞かせください。【抜粋】
※たくさんの貴重なご意見をいただきましたが、紙面の都合上抜粋して掲載しております。

◆まず、議会が分からない。何をしているのか分からない。あるべき姿とは？本当に村のことを考えてして
いるのか？そのあるべき姿を実現するために、議員さんに考えてほしい。村民の意見、現状を踏まえて、
自分のことばかりでなく！役場の職員も同様、もっと村民に親切に愛想よく対応できないものか？大人
なので！村民にもマナーは必要だが！

◆60歳以上の議員の人数に上限を設けるなどして若い世代が参政しやすい場を整える。村民の議会運営や
村政に対する関心をアンケート調査等で明らかにし、幅広く意見をくみ取れるシステムを構築すべき。

◆仕事をした結果が一目で見て分かる資料を作って、公表してほしい。

◆村外へ仕事に出ていると、村の中のことに目が向かない。生活圏が村外にあるように思う。議会の活動が
どう私たちの生活に結びつくのかピンと来ないのが正直な感想です。将来のことを考えるなら、小中学
生の頃から、議会というものの仕組みや働きを知れたらよいのではと思います。

◆自分が暮らしている地域と議会との関わりがどんなものなのか、子どもの頃から教育を通して教えてい
くといいのではないかと思う。外国では若者の間で政治の話が普通に会話されているらしい。日本の若
者が自分に関係ないと思っているのは知識がないだけで、実は深いかかわりがあると小さいころから
もっと教育していくことが大切だと思う。現に私は全く知らないまま育ってきました。例えば校舎の改
修を議論しているときに見学させるなど、暮らしが生活に直結していることを実感させることが大切な
ことと思う。

◆国政などと違い、村政はより地域に密着したものです。自然と村民から上がってくる問題に対処するだ
けでも合格でしょう。しかしながら、誰でもいい訳ではありません。一番政治家に必要なのは意志ですか
ら。地元愛を喚起して問題を問い、自ら立たれるのを待つしかないのでは？

◆議員は自分の仕事+議員の仕事をされている方が多いのではないかと思います。議員の仕事だけで話で
きるしくみ作りが大切なのではないかと思います。村民からだけではなく、議員の方から（村民に）話を
聞きに行くぐらいのことができるようになったらいいのではないかと思います。

◆ボランティア活動に参加し、住民との会話機会をとること。

◆信頼できる議員を求める。議会における議論が深まっているように思えない。村発展のため、本質的な議
論を村民に周知してほしい。

◆報酬が少ないから議員のなり手が少ないのではとばかりは言えないと思います。毎日議会があるのでは
ないし、日曜日とか夜、議会をすれば、普段は自分の仕事ができるはずです。若い人がいたほうがいいの
はもちろんですが、無理なら定年になったばかりでやる気のある人はいくらでもおります。その方々に
お願いするのもいいのでは。



日高村議会だより 第169号（23）平成30年1月31日

◆少子高齢化に伴い、携わってみれば、日高村は福祉に力を入れている感じがします。地域の議員に意見・
要望しても聞いてもらえない。だから他の地域の議員に頼んだと聞いたことがあります。日高村全村民
の意見・要望はもちろん、隅々まで差別なく足を運んでもらいたい。

◆１．役場の方も、村議会の方も１年に２回ぐらい、いろいろな話をしてくださると、良いと思います。２．
（各部落に）とにかく来ていただきたい。その一言。

◆広く村民の悩みや意見を吸い上げること。その方法を考え、広報などで知らせる。議員様方は村民の信頼
と期待を寄せられています。品性を高め、意欲を持って村民生活の向上にご尽力ください。特定の個人・
団体の便宜を図ることはあってはならないと思います。国政でも問題になっているとおりです。

問5．前回の統一地方選挙では、全国89町村（全体の21．8％）が無投票当選となり、
議員のなり手不足が目立ってきております。何が原因だと思いますか。
（複数回答）

「a．議員と仕事の両立ができない」「b．政治に関心がない」が多く挙げられています。

100人
ａ．議員と仕事の
両立ができない。

112人
ｂ．政治に関心が
ない。

67人
ｃ．選挙費用がか
かる。

25人
ｄ．議員報酬が低
い。

13人
ｅ．その他

31.5% 35.3%

21.1%

7.9%
4.1%
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問1．日高村議会議員の報酬額をご存じですか。（1つに〇）

問２．もし、あなたが議員になるとしたら、議員報酬はどれくらい必要ですか。（１つに〇）

「d．20万円～25万円未満」が多い結果となっています。「生活に必要な金額の確
保」という側面と、「議員の仕事の捉え方」が結果に影響していると考えられます。

　今回のアンケート調査では、さまざまな年
代の方より回答・ご意見をいただきました。
調査結果を公表するとともに、今後の日高村
議会の運営に大いに活用させていただきた
いと思います。
　アンケートにご協力くださいました方々に
はこの場をお借りして感謝を申し上げます。
ありがとうございました。

5．議員の報酬について

7.7%
11.6%

23.8%
27.9%

14.5%

5.2%
9.3%

13人
a．10万円
　未満。

20人
b．10万円～
15万円未満。

41人
c．15万円～
20万円未満。

48人
d．20万円～
25万円未満。

25人
e．25万円～
30万円未満。

9人
f．30万 円 以
上。

16人
g．その他

ａ：
17.4%

ｂ：
82.6%

■ a．知っている。30人
■ b．知らない。94人
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次
回
議
会
は
、3
月

8
日（
木
）午
前
10
時
に

開
会
の
予
定
で
す
。

　

お
気
軽
に
、傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

「
日
高
村
議
会
だ
よ
り
」は
、資
源

保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
も
一
段

と
厳
し
く
な
り
体
調
に
は
十

分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

日
高
村
議
会
議
員
の
任
期

も
あ
と
少
し
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
最
近
は
、
各
選

挙
の
投
票
率
の
低
下
や
議
員

の
な
り
手
不
足
と
い
う
状
況

か
ら
、
大
川
村
の
よ
う
に
議

会
に
代
わ
る
村
民
総
会
の
検

討
も
さ
れ
、
話
題
も
全
国
に

広
が
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
国
会
、
県
議
会

等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
日
高

村
議
会
も
議
会
の
活
性
化
や

今
後
の
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
18
歳
以
上
の
村
民
500
人
を

対
象
に
無
作
為
に
抽
出
し
、

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
発
想
で
政
策
提
案

や
村
の
将
来
像
を
描
き
、
具

現
化
し
て
い
く
よ

う
な
議
会
で
な
い

と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

若
者
が
住
み
続

け
ら
れ
る
村
と
し

て
力
強
く
歩
み
進

む
、
そ
う
い
う
姿

を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ

て
い
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
今
後

の
若
者
の
活
躍
を

願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

2
年
間
お
読
み

い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

各
委
員
よ
り

議会広報発行調査特別委員会委員の皆さん

編
集　

後
記


